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平
成
22
年
８
月
か
ら
平
成
23
年
３
月
ま
で

近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
事
業
に
伴
う
す
さ
み

町
立た
ち
の野
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
調
査
面
積
は
約
８
５
０
０
㎡
で
、
水
田

状
遺い
こ
う構
、杭
列
、自し
ぜ
ん
り
ゅ
う
ろ

然
流
路
な
ど
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
住
居
跡
な
ど
は
見
つ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
遺
物
で
は
弥や
よ
い生
時
代
前
期
か
ら

中
世
に
か
け
て
の
土
器
類
が
出
土
し
、
隣
接

地
で
長
期
に
わ
た
っ
て
集
落
が
営
ま
れ
た
こ

と
が
窺
え
ま
す
。

　

調
査
地
の
西
端
で
検
出
し
た
弥
生
時
代
前

期
の
自
然
流
路
は
、
山
裾
に
沿
っ
て
南
流
す

る
も
の
で
、
幅
約
15
ｍ
、
深
さ
１
．
２
～

１
．
５
ｍ
で
、
長
さ
約
40
ｍ
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
流
路
か
ら
は
伐
採
さ
れ
た
木
材
な
ど

と
と
も
に
県
下
最
古
段
階
の
弥
生
土
器
や
石

器
・
木
製
品
が
多
量
に
出
土
し
ま
し
た
。

　

木
材
は
加
工
し
や
す
い
よ
う
に
水
漬
け
し

た
状
態
で
貯
木
さ
れ
て
い
た
と
想
定
で
き
、

大
き
い
も
の
で
は
直
径
40
㎝
以
上
で
長
さ
が

10
ｍ
を
超
え
ま
す
。
ま
た
、
木
製
品
の
容
器

や
鍬く
わ

な
ど
に
は
未
完
成
品
が
多
く
、
石せ
き
ふ斧

周辺の遺跡　S=1:50,000

は
木
材
加
工
用
の
小
型
に
限
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
流
路
の
近
く
で
一
連
の
木
製
品
製
作
を

大
規
模
に
お
こ
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い

と
言
え
ま
す
。

　

弥
生
土
器
と
共
に
突と
っ
た
い
も
ん

帯
文
土
器
や
石せ
き
ぼ
う棒
・

打
製
石
斧
（
石
鍬
）
な
ど
縄
じ
ょ
う
も
ん文
時
代
の
影
響

が
色
濃
く
残
る
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
木
製
容
器
や
鍬
の
形
態
は
弥

生
的
で
な
く
、
定
形
化
さ
れ
る
以
前
の
も
の

と
考
え
ら
れ
、
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
へ

の
過か

と

き

渡
期
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　

他
地
域
の
土
器
が
出
土
し
、
近
く
に
天
然

の
良
港
を
ひ
か
え
る
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代

前
期
と
い
う
限
ら
れ
た
時
期
に
、
か
な
り
大

規
模
に
木
器
生
産
を
お
こ
な
い
、
周
辺
地
域

や
海
路
を
利
用
し
て
遠
隔
地
ま
で
供
給
し
て

い
た
集
落
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

立
野
遺
跡
は
、
県
下
で
い
ち
早
く
稲
作
を

受
け
入
れ
た
農
耕
集
落
が
近
接
地
に
存
在
し

た
こ
と
が
窺
え
、
汎は
ん

列
島
的
な
弥
生
文
化
の

伝で
ん
ぱ播
・
展
開
を
考
え
る
う
え
で
貴
重
な
遺
跡

と
い
え
ま
す
。　
　
　
　
　
（
川
崎　

雅
史
）

調査区位置図　S=1:4,000
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調査区近景（北東から） 遺跡遠景（南西上空から）

立野遺跡　弥生時代前期の木製品・木材が出土した自然流路　発掘風景（北から）
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て
い
ま
し
た
。
第
三
殿
で
は
丸が
ぎ
ょ
う桁

と
い
う
軒
桁

の
筋
よ
り
小
屋
梁
を
桔は

ね
出
し
て
、
三
の
母も

や屋

を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
第
四
殿
で
は

丸
桁
筋
で
小
屋
梁
が
止
ま
り
、
一
、二
の
母
屋

を
束つ
か

立
て
し
て
支
え
る
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
し

た
。
第
三
殿
は
三
の
母
屋
を
小
屋
梁
で
支
え
る

た
め
、
丸
桁
か
ら
外
側
の
屋
根
荷
重
は
小
屋
梁

も
負
担
す
る
構
造
で
す
が
、
第
四
殿
は
丸
桁
か

ら
外
側
の
屋
根
荷
重
は
全
て
桔は
ね
ぎ木

が
支
え
る
構

造
で
す
。
桔
木
に
は
相
当
の
荷
重
が
か
か
り
ま

す
が
、
軽
い
桧
皮
屋
根
な
の
で
問
題
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

構
造
を
見
比
べ
る
と
、
第
三
殿
の
方
が
構
造

合
理
的
で
、
第
四
殿
の
方
は
施
工
合
理
的
と
い

え
る
で
し
ょ
う
か
。
野
屋
根
の
勾
配
も
違
っ
て

い
て
、
第
四
殿
の
ほ
う
が
緩
く
、
屋
根
の
掛
か

る
範
囲
も
狭
い
も
の
で
し
た
。

　

第
四
殿
は
見
え
る
と
こ
ろ
は
徹
底
的
に
こ
だ

わ
っ
て
第
三
殿
と
同
じ
に
造
り
ま
し
た
が
、
見

え
な
い
と
こ
ろ
は
大
き
く
変
え
た
よ
う
で
す
。

な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の
か
理
由
は
不
明
で
す
が
、

当
時
の
造
営
状
況
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
新
た
な

発
見
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
御
船　

達
雄
）

り
の
虹
こ
う
り
ょ
う梁

な
ど
に
見
ら
れ
る
渦か
も
ん紋

や
若
葉
な
ど

の
絵
様
彫
刻
ま
で
も
、
両
棟
は
区
別
が
付
か
な

い
ほ
ど
良
く
似
て
い
ま
し
た
。
建
っ
た
年
代
は

異
な
り
ま
す
が
、
明
ら
か
に
同
じ
も
の
を
造
ろ

う
と
し
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
建
物
を

複
数
並
べ
る
社
殿
形
式
は
、
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
一
見
同
じ
は

ず
の
社
殿
が
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
は
相
当
に
異

な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
れ
は
小
屋
組
の
構
造
で
し
た
。
第
三
殿
、

第
四
殿
と
も
に
桧
皮
屋
根
の
下
に
は
、
板
葺
き

の
野
屋
根
が
造
ら
れ
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い

ま
す
が
、
小
屋
梁
の
掛
け
か
た
が
全
く
異
な
っ

熊
野
本
宮
大
社
の
第
三
殿
と
第
四
殿

　

昨
年
修
理
事
業
が
始
ま
っ
た
熊
野
本
宮
大
社

で
は
、
重
要
文
化
財
指
定
の
三
棟
の
社
殿
の
、

桧ひ
わ
だ皮
屋
根
葺
き
替
え
を
順
次
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
第
三
殿
に
着
手
し
、
第
三
殿
の
屋
根
葺
き

が
完
了
後
、
第
四
殿
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
工
事
に
伴
い
、
文
化
財
の
調

査
も
併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
調

査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、
第
三
殿
と
第
四
殿
の

「
違
い
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

第
三
殿
と
第
四
殿
は
形
式
や
寸
法
が
全

く
同
じ
建
物
で
す
。
第
三
殿
は
享
和
二
年

（
一
八
〇
二
）
に
建
て
ら
れ
、
第
四
殿
は
や
や

遅
れ
て
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
軒
を
支
え
る
組
物
や
正
面
向ご
は
い拝

ま
わ

第三殿の外観

上：第三殿小屋組　下：第四殿小屋組

第四殿は第三殿と全く同じ外観

野屋根 小屋梁

野屋根

小屋梁

文
化
財
建
造
物
課　

短
信
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連載コラム　考古学の散歩道

西庄遺跡出土  海の生産用具（釣り針・土錘）
（中段右３点は磯間岩陰遺跡出土）

　海辺の遺跡を発掘調査すると漁
ぎょろう

撈に関係する生産用具が出土します。今回は魚を捕獲する漁撈

具について話をします。漁撈具には釣り針、疑
ぎ じ え

似餌、網に装着する土
ど す い

錘、刺
し と つ

突具（モリ、ヤスの類）

等があります。和歌山市の西
にしのしょう

庄遺跡を例にとると、釣り針は鉄製と鹿
ろっかく

角製があり、これらを組み

合わせた複合式釣り針が主流です。複合式釣り針や疑似餌による漁獲対象はカツオ、シイラ、ウ

シサワラ等でいわゆる「アオモノ」と呼ばれる比較的水面近くを回遊したり遊泳する魚やマダイ、

ハモ、オコゼといった馴染みの深い魚も漁獲されています。西庄遺跡では根
ね

魚
ざかな

も含め 50 種類以上

確認しています。

　西庄遺跡で出土した魚骨で最も多かったのがカツオです。カツオは日本の水産業のなかでも重

要な位置を占める魚種の一つで、太平洋沿岸に生息するカツオは夏には黒
くろしお

潮と親
おやしお

潮がぶつかる三

陸沖あたりまで北上し、秋に親潮の勢力が強くなると南下します。紀伊半島のカツオの主漁場は

紀南地方で 3 月下旬～６月と 9 月～ 11 月が漁期です。初夏のカツオは「初ガツオ」、秋に獲れる

カツオは「モドリガツオ」、脂がのっているので「モチガツオ」とも呼ばれています。紀淡海峡を

臨む加
か だ

太遺跡や海岸線の遺跡からも、カツオの骨が出土することが多く、当時は紀淡海峡までカ

ツオが漁獲できたのでしょう。古墳時代の海人にとって重要な食料源であったことは容易に推察

できます。

　鹿角製複合釣り針は、田辺市磯
い そ ま

間岩
いわかげ

陰遺跡や神奈川県三浦半島の海外洞穴、諸
もろいそ

磯遺跡で酷似す

る釣り針が見つかっています。この釣針はカツオ釣り専用に開発されたものと言われています。

共伴する土器からみると紀伊半島出土が古く、三浦半島出土のものはそれに比べ新しくなります。

今のところ紀伊半島にその初現があると考えられます。

　ウシサワラは南シナ海など亜熱帯地域に分布する巨大魚で体長２ｍを超える巨大魚です。最近

日本近海ではほとんど見かけませんが、かつて弥生時代には大阪湾でも捕獲されていた魚です。

西庄遺跡では、竪穴住居跡から椎
ついこつ

骨が出土し、推測する

と体長は２ｍを超える大物です。この竪穴からは鹿角製

の疑似餌と鉄製の刺突具が出土しています。想像をたく

ましくすると、ひょっとしてこの疑似餌で巨大魚を釣っ

たあと、刺突具で仕留めたかも知れないと考えただけで

楽しくなってきます。

　網
あみりょう

漁具としては両端に穴を穿った瀬戸内型土錘と呼ば

れるものが多く出土しています。重量は２０ｇ～３０ｇ

のものが大半で 100g を超えるものは少なく、重量のあ

る管状の土錘はほとんどありません。このことから西庄

の網漁は、少人数による刺し網漁が主流で、大人数が必

要な地
じ び き

引網漁は行われなかったと考えられます。記録に

残らない日々の出来事が遺物から分かってくるのが考古

学の重要な使命の一つです。

海人の世界    ― 漁撈具 ―



  

　

和
歌
山
市
和
歌
浦
に
あ
る
紀き
し
ゅ
う州
東と
う
し
ょ
う
ぐ
う

照
宮
の
「
鷹た
か

と
雉き
じ

」

の
欄ら
ん
ま間

彫
刻
を
紹
介
し
ま
す
。「
鷹
」
と
し
ま
し
た
が
、

羽
の
色
を
見
る
と
実
際
は
「
隼
は
や
ぶ
さ」
の
よ
う
で
す
。

　

東
照
宮
は
元
和
七(

１
６
２
１
）
年
に
紀
州
徳
川
家

初
代
の
頼よ
り
の
ぶ宣

に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
祭
神
は
東

照
大
権
現
、
つ
ま
り
頼
宣
の
父
、
徳
川
家
康
で
す
。

  

社
殿
は
正
面
か
ら
奥
に
拝
殿
、
石
の
間
、
本
殿
の
三
棟

の
建
物
が
連
な
っ
た
、
権ご
ん
げ
ん現
造
り
と
い
う
形
式
で
す
。

　
「
鷹
と
雉
」
の
彫
刻
は
、
社
殿
に
向
か
っ
て
最
初
の
建

物
、
拝
殿
の
正
面
、
し
か
も
そ
の
中
央
間
に
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。
参
拝
者
に
と
っ
て
最
も
目
に
着
く
場
所
で
す
。

鷹
は
二
羽
い
ま
す
。
右
の
一
羽
は
翼
を
広
げ
、
鋭
い
爪

で
ま
さ
に
雉
を
捉
え
た
瞬
間
、
左
の
一
羽
は
振
り
返
っ

て
そ
の
一
瞬
を
悠
然
と
眺
め
て
い
ま
す
。

　

社
殿
を
荘
厳
す
る
彫
刻
の
主
題
と
し
て
は
、
他
に
例

の
な
い
特
異
な
も
の
で
す
。
こ
れ
は
鷹
狩
り
の
光
景
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
織
田
信
長
を
は
じ
め
、
戦
国
武
将
は

鷹
狩
り
を
嗜
た
し
な
み
ま
し
た
。
中
で
も
家
康
は
鷹
狩
り
好
き

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
康
は
鷹
狩
り
に
行
っ
た
後
で

体
調
を
崩
し
、三
ヶ
月
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、

頼
宣
は
一
五
歳
で
し
た
。

　

少
年
頼
宣
に
と
っ
て
、
こ
の
鷹
狩
り
彫
刻
は
、
父
家

康
の
想
い
出
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

（
鳴
海　

祥
博
）

　

ス
ペ
イ
ン
が
生
ん
だ
世
界
的
建
築
家
ア
ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
の
作
品
と
し
て
知

ら
れ
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
は
、
１
８
８
２
年
に
工
事
に
着

手
し
、
今
な
お
造
ら
れ
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
ま
こ
と
に
気
の
長
い
と
い
う
か
継
続

す
る
意
志
の
強
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
ね
。

　

一
般
的
に
宗
教
施
設
と
い
う
の
は
、
数
世
代
と
い
う
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
つ

く
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
根ね
ご
ら
で
ら

来
寺
の
大だ
い
と
う塔(

国
宝)

が
そ
う
で
す
。
こ
の
大
塔
の
造
立
に
取
り
か
か
っ
た
の
が
文
明
九(

１
４
７
７)

年
、
完
成
し
た
の
は
天
文
十
六(

１
５
４
７)

年
以
降
と
み
ら
れ
ま
す
か
ら
実
に

七
十
年
以
上
の
歳
月
を
費
や
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
見
事
な
ま
で
に
こ
の
七
十
年
が
そ
の
ま
ま
根
来
寺
の
勢
力
伸
張

時
期
に
重
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら
出
土
す
る
遺
物

の
量
は
こ
の
時
期
に
著
し
く
増
大
し
て
い
ま
す
し
、
寺
院
跡
の
遺
構
な
ど
も
こ
の

時
期
に
は
、
山
内
の
奥
深
く
ま
で
伸
展
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
盛
期
の
根
来
寺
は
私
た
ち
の
想
像
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
い
で

し
ょ
う
。

　

事
実
、
そ
の
頃
日
本
に
来
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス

は
「
山
内
に
は
僧
だ
け
で
も
八
千
か
ら
一
万
人
が
住
ん
で
い
た
」
こ
と
、「
彼
ら

の
建
物
は
日
本
の
寺
院
の
な
か
で
と
り
わ
け
豪
華
で
り
っ
ぱ
だ
っ
た
」
と
根
来
寺

に
つ
い
て
書
き
遺
し
て
い
ま
す
。

　

い
っ
た
い
最
盛
期
に
は
ど
の
く
ら
い
の
数
の
寺
院
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

あ
る
研
究
者
は
、
発
掘
調
査
の
成
果
や
現
在
残
っ
て
い
る
地
形
な
ど
か
ら
推
し
て

四
五
○
と
い
う
数
字
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
長
く
根
来
寺
の
発
掘
調
査
に
携
わ
っ
て

き
た
筆
者
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
倍
近
く
、
八
百
は
あ
っ
た
と
思
い
た
い

で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
ち
ゃ
ん
と
し
た
根
拠
は
あ
り
ま
す
よ
。―

―
―

嘘
八
百
。　

　
　
　
　
　
　
　

(

村 

田　

弘) 
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⑫

紀州東照宮の欄間彫刻

７
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県立紀伊風土記の丘　http://www.kiifudoki.wakayama-c.ed.jp

○春期企画展「弥生時代から古墳時代へ　～暮らしの変化を探る～」
期　間：平成 23 年 4 月 12 日（火）～ 6 月 26 日（日）
内　容：時代が弥生時代から古墳時代へ変化していく中で、暮らしがどのように変化していったかを遺物の展示を
　　　　とおして辿ってみます。

和歌山県立博物館　http://www.hakubutu.wakayama-c.ed.jp

○企画展「華麗なる紀州の装い－かみ・ひと・ほとけをつなぐ－」
期　間：平成 23 年４月 23 日（土）～６月５日（日）
内　容：紀州には、神社や寺院に奉納されたり、芸能の中で人々によって守られてきた装束などの古い時代の染織
　　　　資料が、数多く残されています。この展覧会では、国宝や重要文化財に指定されている染織資料を中心に、
　　　　紀州の歴史や文化とともにご紹介します。

○企画展「和歌山城と城下町に住む人々」
　期　間：平成 23 年 7 月 23 日（土）～ 9 月 4 日 ( 日）
　内　容：子どもたちを主な対象とした夏休みの企画展。隣接する和歌山城の歴史を物語る資料や、城下町の絵図や

　　　　　商人の姿を描いた絵巻などから、和歌山城下に住んだ人々の生活を紹介します。

和歌山市立博物館　http://www.wakayama-city-museum.com
○特別陳列「心の旅・全国の郷土玩具展」
　期　間：平成 23 年 4 月 23 日（土）～ 6 月 12 日（日）
　内　容：市内の郷土玩具収集家より寄贈された、明治時代後半から戦
　　　　　後の高度経済成長期までの全国の郷土玩具を展示します。

高野山霊宝館　http://www.reihokan.or.jp

○開館90周年記念企画展「宝を護れ！～大正時代の保存プロジェクト～」
期　間：平成 23 年 4 月 29 日（金・祝日）～ 7 月 10 日（日）
内　容：大正 10 年（1921）に創立された高野山霊宝館は、平成 23
　　　　年（2011）をもって開館 90 周年の節目を迎えます。これだ
　　　　け長い歴史をもつ展示施設は数少なく、日本最古の木造博物
　　　　館建築である本館は、平成 10 年（1998）に登録有形文化財
　　　　になりました。こうした霊宝館の歴史と沿革、建築について
　　　　紹介します。 

（財）和歌山県文化財センター現場事務所等一覧

【埋蔵文化財課分室】

◎和歌山市新在家 61番地-4
　TEL 073-472-3710
◎和歌山市土佐町２丁目58-3
　TEL 073-427-6174　

【文化財建造物修理事務所】

◎金剛三昧院保存修理事務所
　伊都郡高野町高野山425
　TEL 0736-56-5578
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